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動
向
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二
〇
〇
三
年
一
二
月

国
家
会
議
選
挙
と
二
〇
〇
四
年
三
月
大
統
領
選
挙
を
中
心
に

上
野
　
俊
彦

は
じ
め
に

本
稿
は
、
二
期
目
を
迎
え
た
プ
ー
チ
ン
政
権
の
今
後
を
展
望
す
る
う

え
で
重
要
な
判
断
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
二
〇
〇
三
年
一

二
月
の
国
家
会
議
選
挙
お
よ
び
〇
四
年
三
月
の
大
統
領
選
挙
、
な
ら
び

に
そ
の
間
に
行
な
わ
れ
た
政
府
改
造
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
関
係
を
整

理
し
、
〇
三
年
末
か
ら
〇
四
年
初
頭
に
か
け
て
の
ロ
シ
ア
内
政
の
動
向

を
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
二
〇
〇
三
年
一
二
月
の
ロ
シ
ア
国
家
会
議
選
挙
の

結
果
と
院
内
会
派

二
〇
〇
三
年
一
二
月
七
日
、
第
四
期
ロ
シ
ア
国
家
会
議
（
下
院
）
選

挙
の
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。
全
国
の
有
権
者
総
数
は
一
億
八
三
四
万
八

五
九
六
人
で
、
全
国
平
均
投
票
率
は
五
五
・
七
五
％
で
あ
っ
た

　
（
１
）

。
こ
の

投
票
率
は
、
こ
の
選
挙
制
度
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
国
家
会
議
選
挙
の

投
票
率
と
し
て
は
一
九
九
三
年
一
二
月
の
第
一
期
国
家
会
議
選
の
五

四
・
八
一
％
に
次
ぐ
低
さ
で
あ
っ
た
。

今
回
の
選
挙
戦
は
、
党
組
織
が
比
較
的
し
っ
か
り
し
て
い
る
ロ
シ
ア

連
邦
共
産
党
は
従
来
ど
お
り
の
い
わ
ゆ
る
組
織
選
挙
を
展
開
し
た
が
、

与
党
の
統
一
ロ
シ
ア
党
は
も
っ
ぱ
ら
行
政
機
構
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依

存
し
、
他
方
、
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
、「
祖
国
」
ブ
ロ
ッ
ク
、「
ヤ
ー
ブ

ラ
コ
」
党
、
右
派
勢
力
同
盟
な
ど
は
、
ジ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
グ
ラ
ジ
エ

フ
、
ヤ
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
、
ハ
カ
マ
ダ
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
党
リ
ー
ダ

ー
の
カ
リ
ス
マ
的
人
気
か
、
各
党
の
知
名
度
の
あ
る
有
力
政
治
家
の
集

票
力
に
依
存
し
た
相
変
わ
ら
ず
の
浮
動
票
目
当
て
の
選
挙
と
な
っ
た
。

今
回
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
、
連
邦
選
挙
区
（
比
例
区
）
に
お
い
て
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得
票
率
五
％
以
上
を
獲
得
し
た
の
は
、
統
一
ロ
シ
ア
党
（
得
票
率
三

七
・
五
七
％
、
一
二
〇
議
席
）、
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
（
一
二
・
六
一
％
、

四
〇
議
席
）、
自
由
民
主
党
（
一
一
・
四
五
％
、
三
六
議
席
）、「
祖
国
」

（
九
・
〇
二
％
、
二
九
議
席
）
の
四
政
党
（
厳
密
に
は
「
祖
国
」
は
政
党

で
は
な
く
選
挙
ブ
ロ
ッ
ク
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
単
独
議
席
選
挙
区
（
小

選
挙
区
）
で
は
、
連
邦
選
挙
区
で
議
席
を
獲
得
し
た
四
政
党
以
外
の
諸

派
・
無
所
属
議
員
も
若
干
の
議
席
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
第
１
表
お
よ

び
第
１
図
に
あ
る
よ
う
に
、
統
一
ロ
シ
ア
党
が
一
〇
〇
議
席
以
上
を
獲

得
し
て
圧
勝
し
た
。
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
九
日
の
第
四
期
国
家
会
議

開
会
時
に
、
選
出
議
員
の
多
く
は
、
連
邦
選
挙
区
で
議
席
を
獲
得
し
た

四
政
党
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
四
つ
の
院
内
会
派
に
所
属
す
る
こ
と
と

な
り
、
国
家
会
議
の
会
派
構
成
は
第
２
図
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
選
挙
前
に
中
道
派
の
「
統
一
」
党
と
「
祖
国
・
全

ロ
シ
ア
」
が
合
同
し
て
「
統
一
ロ
シ
ア
」
党
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
統

一
ロ
シ
ア
党
が
第
一
党
と
な
る
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
て
い
た
。
直
前
の

世
論
調
査
で
も
統
一
ロ
シ
ア
党
の
支
持
率
は
二
八
・
一
％
で
、
一
五
・

八
％
の
共
産
党
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
は
さ
ら
に

極
端
な
も
の
と
な
り
、
統
一
ロ
シ
ア
党
は
圧
勝
、
共
産
党
は
惨
敗
し
た
。

他
方
、
リ
ベ
ラ
ル
の
右
派
勢
力
同
盟
と
「
ヤ
ー
ブ
ラ
コ
」
党
は
連
邦
選

挙
区
で
そ
れ
ぞ
れ
三
・
九
七
％
と
四
・
三
〇
％
の
得
票
率
に
と
ど
ま
っ

た
た
め
連
邦
選
挙
区
の
議
席
を
失
い
、
単
独
議
席
選
挙
区
で
も
壊
滅
的
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政　　党� 連邦選挙区� 単独議席選挙区� 合　　計�

統一ロシア 120 103 223�

ロシア連邦共産党 40 12 52�

祖　　国 29 8 37�

ロシア自由民主党 36 0 36�

ロシア連邦国民党  17 17�

ヤーブラコ  4 4�

右派勢力同盟  3 3�

農 業 党  3 3�

ロシア復興党・ロシア生活党  3 3�

諸　　派  2 2�

無 所 属  67 67�

欠　　員  3 3�

合　　計 225 225 450

　第 1 表　2003年国家会議選挙党派別獲得議席数�

　（注）　連邦選挙区の数字は2003年12月19日に公表されたロシア連邦中央選挙委員会発表の
公式の最終結果（《Российская газета》, 20 декабря 2003, c. 2.）に基づく．単独議席
選挙区の数字は各種報道に基づき筆者が計算した．なお，欠員は3つの単独議席選挙区
で「すべての候補者に反対」が最も多くなり選挙不成立となったために生じている．
不成立となった選挙区の再選挙の投票は，2004年3月14日の大統領選挙の投票日に同時
に実施された．�



な
敗
北
を
喫
し
た
。
右
派
勢
力
同
盟
あ
る
い
は
「
ヤ
ー
ブ
ラ
コ
」
党
の

若
干
名
の
当
選
者
は
無
所
属
と
な
り
、
国
家
会
議
内
で
の
リ
ベ
ラ
ル
の

影
響
力
は
事
実
上
失
わ
れ
た
。

改
選
前
の
「
農
工
議
員
」
グ
ル
ー
プ
は
、
農
業
党
員
と
若
干
の
無
所

属
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
農
業
党
の
連
邦
選
挙

区
に
お
け
る
得
票
率
は
三
・
六
四
％
で
、
単
独
議
席
選
挙
区
で
も
若
干

の
議
員
を
当
選

さ
せ
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
そ
れ

ら
の
議
員
は
共

産
党
会
派
に
加

わ
っ
て
い
る
。

改
選
前
の
「
国

民
議
員
」
グ
ル

ー
プ
に
所
属
す

る
議
員
の
多
く

は
、
今
回
、
ロ

シ
ア
国
民
党
を

旗
揚
げ
し
て
選

挙
戦
を
闘
っ
た

が
、
連
邦
選
挙

区
で
一
・
一

八
％
の
得
票
率

に
と
ど
ま
り
、

単
独
議
席
選
挙

区
で
も
若
干
の

当
選
者
を
出
し

4
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た
だ
け
で
あ
っ
た
。
国
民
党
の
当
選
者
は
い
ず
れ
も
「
統
一
ロ
シ
ア
」

会
派
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
改
選
前
に
「
ロ
シ
ア
地
域
」
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
て
い
た
議
員
は
い
ず
れ
も
無
所
属
な
い
し
は
諸
派
議
員
で
あ

っ
た
が
、
再
選
さ
れ
た
議
員
は
や
は
り
「
統
一
ロ
シ
ア
」
会
派
に
加
わ

っ
て
い
る
。
か
く
し
て
第
２
図
に
あ
る
、
改
選
前
の
「
統
一
」、「
祖

国
・
全
ロ
シ
ア
」、「
ロ
シ
ア
地
域
」、「
国
民
議
員
」
の
中
道
四
派
は
、

今
回
の
選
挙
で
は
、
前
二
者
は
「
統
一
ロ
シ
ア
」
党
と
し
て
、「
ロ
シ
ア

地
域
」
は
中
道
無
所
属
と
し
て
、「
国
民
議
員
」
は
国
民
党
と
し
て
、
い

ず
れ
も
与
党
的
立
場
で
選
挙
戦
を
闘
い
、
一
二
月
二
九
日
の
国
家
会
議

開
会
時
に
、
院
内
会
派
と
し
て
の
「
統
一
ロ
シ
ア
」
に
大
同
団
結
し
た

わ
け
で
あ
る
。

他
方
、
一
貫
し
て
政
権
批
判
を
続
け
て
き
た
共
産
党
は
、
市
場
経
済

の
恩
恵
を
被
る
都
市
部
に
対
し
て
相
対
的
に
立
ち
後
れ
が
目
立
つ
農
村

地
域
や
、
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
年
金
生
活
者
な
ど
か
ら
支
持
さ
れ
て
き
た

が
、
一
九
九
五
年
一
二
月
の
国
家
会
議
選
挙
を
ピ
ー
ク
に
長
期
低
落
傾

向
に
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
政
府
の
政
策
に
反
対
す
る
だ
け
で
有
効

な
対
案
を
示
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
政
権
側
が
エ
リ
ツ
ィ
ン
か

ら
プ
ー
チ
ン
へ
と
世
代
交
代
し
て
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と

に
成
功
し
た
の
に
対
し
て
、
共
産
党
側
は
老
齢
化
す
る
幹
部
の
世
代
交

代
が
遅
れ
、
や
や
後
ろ
向
き
の
政
党
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
選
挙
で
は
、
二
〇
〇
二
年
五

月
に
共
産
党
か
ら
除
名
さ
れ
て
い
た
国
家
会
議
議
長
セ
レ
ズ
ニ
ョ
フ
が

ロ
シ
ア
生
活
党
を
立
ち
上
げ
、
連
邦
会
議
（
上
院
）
議
長
ミ
ロ
ー
ノ
フ

率
い
る
ロ
シ
ア
復
興
党
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
「
ロ
シ
ア
復
興
党
・
ロ

シ
ア
生
活
党
」
ブ
ロ
ッ
ク
で
選
挙
戦
を
闘
い
、
他
方
、
国
家
会
議
の

「
共
産
党
」
会
派
の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
グ
ラ
ジ
エ
フ
は
「
祖
国
」

ブ
ロ
ッ
ク
で
選
挙
戦
を
闘
い
、
と
く
に
「
祖
国
」
が
い
わ
ば
台
風
の
目

と
な
っ
て
共
産
支
持
票
を
か
な
り
奪
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
産
党
の

退
潮
傾
向
に
い
っ
そ
う
の
拍
車
が
か
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
国
家
会
議
選
挙
前
に
ロ
シ
ア
最
大
の
石
油
企
業
「
ユ
コ

ス
」
の
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
社
長
が
脱
税
容
疑
に
よ
っ
て
逮
捕
・
拘
禁

さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
は
国
家
会
議
選
挙
に
思
わ
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
逮
捕
は
、
生
活
苦
に
あ
え
ぐ

人
々
の
存
在
を
尻
目
に
高
級
外
車
を
乗
り
回
す
「
オ
リ
ガ
ル
ヒ
」
と
呼

ば
れ
る
一
部
の
富
裕
層
に
対
す
る
一
般
国
民
の
反
感
も
あ
っ
て
多
く
の

国
民
か
ら
喝
采
を
浴
び
た
の
だ
が
、
そ
の
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
が
、
共

産
党
と
「
ヤ
ー
ブ
ラ
コ
」
党
に
選
挙
資
金
を
提
供
し
、
ユ
コ
ス
お
よ
び

系
列
企
業
の
幹
部
を
両
党
か
ら
立
候
補
さ
せ
て
い
た
た
め
、
両
党
は
ホ

ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
逮
捕
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
も
ろ
に
被
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
他
方
、
右
派
勢
力
同
盟
は
、
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
資

金
提
供
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
別
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
で
あ
る
統

一
電
力
シ
ス
テ
ム
社
の
チ
ュ
バ
イ
ス
社
長
を
連
邦
選
挙
区
候
補
者
名
簿

5 ロシアの内政動向─2003年12月国家会議選挙と2004年3月大統領選挙を中心に



の
第
三
位
に
載
せ
、
同
社
の
全
面
的
資
金
援
助
の
も
と
に
選
挙
戦
を
戦

っ
た
た
め
、
や
は
り
オ
リ
ガ
ル
ヒ
批
判
の
余
波
を
受
け
、
支
持
基
盤
と

す
る
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
の
三
四
・
四
六
％
と
い
う
低
投
票

率
も
災
い
し
て
、「
ヤ
ー
ブ
ラ
コ
」
党
同
様
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
っ
た

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
モ
ス
ク
ワ
の
投
票
率
は
、
同
市
で
圧
倒
的
人
気

を
誇
る
ル
シ
コ
フ
市
長
が
統
一
ロ
シ
ア
党
副
議
長
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
投
票
率
は
全
国
平
均
の
四
九
％
を
若
干
上
回
る
五
一
％
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
ジ
エ
フ
率
い
る
「
祖
国
」
と
、
ジ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
率
い
る
ロ
シ

ア
自
由
民
主
党
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
は
逆
に
オ
リ
ガ
ル
ヒ
を
批
判
し
、

ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
逮
捕
は
当
然
と
の
立
場
だ
っ
た
た
め
、
む
し
ろ
ホ

ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
事
件
は
追
い
風
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
と
く
に

「
祖
国
」
は
、
共
産
党
の
姿
勢
に
不
満
を
抱
き
始
め
た
若
年
層
の
共
産
党

支
持
者
の
支
持
を
得
る
一
方
、
も
と
も
と
民
族
主
義
的
傾
向
が
強
か
っ

た
ロ
シ
ア
の
左
翼
支
持
層
の
支
持
を
も
集
め
て
、
今
回
の
共
産
党
の
敗

北
に
一
役
買
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
統
一
ロ
シ
ア
は
い
わ
ば
独
り
勝
ち
と
言
っ
て
も

よ
い
状
況
だ
っ
た
。
与
党
で
あ
る
統
一
ロ
シ
ア
の
勝
利
は
、
む
ろ
ん
プ

ー
チ
ン
大
統
領
が
七
〇
％
以
上
の
高
い
支
持
率
に
よ
っ
て
国
民
か
ら
支

持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
第
２
図
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、
改
選
前
に
お
い
て
す
で
に
与
党
四
派
は
国
家
会
議
の
過
半
数

を
占
め
て
い
た
が
、
第
四
期
国
家
会
議
に
お
い
て
は
、
統
一
ロ
シ
ア
が

単
独
与
党
と
し
て
国
家
会
議
議
席
総
数
の
三
分
の
二
に
あ
た
る
三
〇
〇

議
席
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
九
日
の
第
四
期
国

家
会
議
の
第
一
回
会
議
に
お
い
て
国
家
会
議
議
長
に
は
統
一
ロ
シ
ア
党

首
の
グ
ル
ィ
ズ
ロ
フ
前
内
相
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
第
一
副
議
長
は
二

名
と
も
、
副
議
長
は
八
名
中
五
名
が
統
一
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
予
算
・
租
税
委
員
会
、
国
際
問
題
委
員
会

な
ど
の
国
家
会
議
常
任
委
員
会
の
議
長
ポ
ス
ト
も
統
一
ロ
シ
ア
が
独
占

し
た
。
か
く
し
て
、
ロ
シ
ア
国
家
会
議
は
、
二
大
政
党
制
で
は
な
く
一

党
優
位
体
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
党
優
位
体
制
が
現
出
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
国
内
で
は
、「
政
党
制
の
危
機
」
と
み
る
向
き

も
あ
る

　
（
２
）。

（
１
）

な
お
、
本
稿
の

国
家
会
議
選
お
よ
び
大
統
領
選
の
選
挙
結
果
に
関
す
る
数
字
は
、
と
く
に

断
わ
ら
な
い
限
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
中
央
選
挙
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
は
、h

ttp
://w

w
w
.cik

rf.ru
/

）
に
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用

い
て
い
る
。

（
２
）二

　
プ
ー
チ
ン
政
権
高
支
持
率
の
理
由

国
家
会
議
に
お
け
る
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
党
の
一
党
優
位
体
制
の
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現
出
は
、
ひ
と
え

に
プ
ー
チ
ン
政
権

の
高
支
持
率
に
よ

る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
で
は
プ

ー
チ
ン
政
権
の
高

支
持
率
の
理
由
は

何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
プ
ー

チ
ン
政
権
下
に
お

い
て
一
貫
し
て
高

い
経
済
成
長
率
と

好
況
が
維
持
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
第
２
表
に
み

る
よ
う
に
、
一
九

九
八
年
八
月
の
金

融
危
機
以
降
、
ロ

シ
ア
経
済
は
順
調

に
回
復
し
、
最
低

で
も
四
・
三
％
、

最
高
で
は
一
〇
％
も
の
高
い
経
済
成
長
率
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
も

そ
の
成
長
は
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
で
は
な
く
、
鉱
工
業
生
産
お
よ

び
設
備
投
資
の
増
大
に
支
え
ら
れ
た
成
長
で
あ
る
。
他
方
、
貿
易
収
支

は
一
貫
し
て
黒
字
で
あ
り
、
金
・
外
貨
準
備
高
の
増
大
に
貢
献
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
間
、
イ
ン
フ
レ
率
は
低
下
し
続
け
て
い
る
。
そ
し
て

と
く
に
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
可
処
分

所
得
が
順
調
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ロ
シ
ア
経
済
の
好
況
は
、
最
大
の
輸
出
品
目
で
あ
る
石
油

の
高
値
安
定
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
外
貨
を
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
以
外
の
鉱
工
業
生
産
部
門

へ
の
投
資
に
振
り
向
け
て
お
り
、
ロ
シ
ア
経
済
が
長
期
的
に
は
従
来
の

資
源
依
存
体
質
か
ら
脱
却
す
る
兆
し
を
み
せ
始
め
て
い
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
鉱
工
業
は
、
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
ほ
か
、
伝

統
的
に
鉄
鋼
、
機
械
製
作
な
ど
い
わ
ゆ
る
重
厚
長
大
産
業
部
門
に
強
み

を
も
っ
て
き
た
が
、
近
年
、
政
府
は
い
わ
ゆ
る
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
関

連
産
業
へ
の
投
資
強
化
政
策
を
打
ち
出
す
な
ど
、
産
業
構
造
の
転
換
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
む
ろ
ん
、
債
務
返
済
を
優
先
し
て
、
支
出
を
抑

え
、
黒
字
予
算
を
維
持
し
て
い
る
た
め
に
、
福
祉
関
連
予
算
は
圧
縮
さ

れ
、
貧
富
の
格
差
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
未

整
備
な
ど
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
選
挙
に
お
け
る
与
党
の

大
勝
利
と
、
そ
れ
と
対
照
的
な
野
党
の
敗
北
、
世
論
調
査
に
お
け
る
高
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1998年� 99年� 2000年� 01年� 02年� 03年�

国内総生産（GDP）上昇率�

実質インフレ率�

鉱工業生産上昇率�

設備投資額上昇率�

貿易収支（米ドル）�

金・外貨準備（年末/米ドル）�

失業率�
　（国際労働機関〔ILO〕方式）�

可処分所得上昇率�

 －5.3％ 6.4％ 10.0％ 5.0％ 4.3％ 7.0％�

 84.4％ 36.5％ 20.2％ 18.6％ 15.1％ 12.0％�

 －5.2％ 11.0％ 11.9％ 4.9％ 3.7％ 7.0％�

 －12.0％ 5.3％ 17.4％ 8.7％ 2.6％ 11.9％�

 164億 360億 602億 479億 463億 596億�

 122億 120億 283億 362億 478億 649億�

�
 11.8％ 11.7％ 10.2％ 9.0％ 7.1％ ─�

 －16.3％ －14.2％ 9.3％ 8.5％ 9.9％ ─�

　第 2 表　ロシアの主要経済指標�

　（注）　金・外貨準備はロシア中央銀行，2003年GDPおよび貿易収支は経済発展貿易省，そ
れ以外はロシア統計国家委員会のデータで，03年は暫定値．なお，金・外貨準備の03
年の数字は同年10月末までのもの．�



い
政
権
支
持
率
は
、
経
済
の
好
況
の
恩
恵
が
決
し
て
一
握
り
の
富
裕
層

に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
ま
た
世
論
調
査
に
よ
り
、
国
民
の
多
く
が
好
況
感
を
感
じ
て
お

り
、
中
産
階
級
意
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

三
　
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
総
辞
職
と
フ
ラ
ト
コ
フ
政
府
の

発
足

三
月
一
四
日
の
大
統
領
選
挙
の
投
票
日
ま
で
あ
と
二
週
間
余
り
と
い

う
二
月
二
四
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
突
然
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府

総
辞
職
を
命
ず
る
大
統
領
令
に
署
名
し
た

　
（
１
）

。
政
府
議
長
（
首
相
）
代
行

に
は
政
府
法
の
規
定
に
従
っ
て
政
府
副
議
長
の
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
が
任

命
さ
れ
た
。

カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
で
プ
ー
チ
ン
が

政
府
議
長
を
務
め
て
い
た
と
き
の
蔵
相
で
あ
り
、
プ
ー
チ
ン
の
大
統
領

選
出
後
に
政
府
議
長
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
出
身
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
対
し
て
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
は
モ

ス
ク
ワ
派
の
経
済
官
僚
で
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
で
権
勢
を
ふ
る
っ
た

オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
の
関
係
も
深
く
、
そ
の
た
め
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の

間
は
必
ず
し
も
し
っ
く
り
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
シ

ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
い
つ
解
任
さ
れ
て
も
お

か
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
経
済
も
好
調
で
こ
れ
と
い
っ
た
落
ち
度
も
な

か
っ
た
た
め
に
、
結
果
的
に
は
か
な
り
長
く
政
府
議
長
の
座
に
と
ど
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
会
議
選
前
の
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー

が
逮
捕
さ
れ
た
と
き
も
、
あ
か
ら
さ
ま
に
検
察
を
非
難
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
再
選
後
の
新
政
府
に

政
府
議
長
と
し
て
留
任
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
就
任
時
に
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を
支
え

て
い
た
側
近
グ
ル
ー
プ
（
い
わ
ゆ
る
「
セ
ミ
ヤ
〔
家
族
〕」）
と
の
間
で
、

カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
一
期
目
に
は
解
任
し
な
い
と
い

う
あ
る
種
の
「
契
約
」
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
噂
も
あ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
大
統
領
選
挙
投
票
日
を
前
に
し
て
の
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
総

辞
職
を
命
ず
る
大
統
領
令
は
、
い
わ
ば
青
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
点
ま
で
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
を
解
任
で
き

な
か
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
右
に
述
べ
た
「
契
約
」
の

存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
「
契
約
」
に
は
、
①
エ
リ
ツ
ィ
ン
自
身
と
家
族

の
保
全
、
②
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を
支
え
て
い
た
オ
リ
ガ
ル
ヒ
（
エ
リ
ツ

ィ
ン
の
セ
ミ
ヤ
）
の
政
権
内
の
代
理
人
で
あ
る
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議

長
、
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
大
統
領
府
長
官
ら
の
地
位
保
全
が
含
ま
れ
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
「
契
約
」
の
期
限
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
一
期
目
の

任
期
が
終
了
す
る
と
き
ま
で
だ
っ
た
と
い
う
の
が
妥
当
な
見
方
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
〇
日
の
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
大
統
領
府

長
官
の
解
任

　
（
２
）

は
少
し
早
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
重
要
な
の
は
政

8



府
議
長
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
れ
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
〇
四
年
二
月
ま

で
引
っ
張
っ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
「
契
約
」
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
期
限
」
切
れ
直
前
の
こ
の
時
期
に
、

つ
い
に
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
の
解
任
を
行
な
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
。そ

も
そ
も
、
憲
法
第
一
一
六
条
に
よ
り
大
統
領
選
挙
後
い
っ
た
ん
政

府
は
総
辞
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
カ
シ
ヤ
ー

ノ
フ
政
府
議
長
を
再
任
せ
ず
、
別
の
政
府
議
長
を
提
案
す
れ
ば
よ
い
の

に
、
な
ぜ
選
挙
前
に
政
府
総
辞
職
を
実
施
し
た
の
か
は
大
き
な
疑
問
で

あ
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
自
身
は
、
二
月
二
四
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
、

総
辞
職
の
決
定
は
、
政
府
の
活
動
の
結
果
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
再
選

後
の
国
の
発
展
の
路
線
に
対
す
る
立
場
を
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
し
、

再
選
前
に
政
府
の
構
成
を
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る

　
（
３
）

。

つ
ま
り
、
選
挙
前
に
選
挙
後
の
政
府
の
構
成
を
国
民
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
大
統
領
選
挙
は
、
大
統
領
の
選
任
し
た
政
府
に
対
す
る
信
任
投
票

の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
の
理

由
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
自
身
は
述
べ
て
い
な

い
が
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
代
理
人
と
目
さ
れ
て
い
る
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府

議
長
を
選
挙
前
に
切
る
こ
と
で
大
統
領
再
選
後
も
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
断
固

と
し
て
闘
う
と
い
う
姿
勢
を
示
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
政
府
総
辞
職
後
は
、
後
任
政
府
議
長
人
事
の
問
題
に
関
心
が

集
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
政
府
議
長
人
事
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

憲
法
に
よ
る
三
選
禁
止
の
規
定
に
従
っ
て
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙

に
プ
ー
チ
ン
が
出
馬
し
な
い
と
な
れ
ば
、
政
府
議
長
が
次
期
大
統
領
の

有
力
候
補
者
に
な
り
う
る
と
い
う
意
味
で
、
将
来
の
有
力
な
大
統
領
候

補
者
の
指
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
〇
四

年
に
政
府
議
長
に
就
任
し
た
人
物
が
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
ま
で
そ
の

座
に
ず
っ
と
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
大
統
領
の
有
力
候

補
で
あ
り
続
け
る
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
。

か
く
し
て
、
ク
ド
リ
ン
政
府
副
議
長
、
コ
ー
ザ
ク
大
統
領
府
第
一
副

長
官
、
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
政
府
副
議
長
、
イ
ワ
ノ
フ
国
防
大
臣
ら
の
名

前
が
有
力
な
政
府
議
長
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
は
政
府
議
長
代
行
に
指
名
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
法
」
第
八
条
に
よ
り
、
政
府
議
長
代
行
に
は

政
府
副
議
長
し
か
な
れ
な
い
た
め
、
先
任
の
政
府
副
議
長
で
あ
っ
た
フ

リ
ス
チ
ェ
ン
コ
が
政
府
議
長
代
行
に
指
名
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し

も
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
が
政
府
議
長
候
補
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
意
外
な
人
物
が
、
三
月
一
日
、
政
府
議
長
候
補
者
と
し
て
指

名
さ
れ
た

　
（
４
）

。
フ
ラ
ト
コ
フ
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
代
表
部
全
権
代
表
で
あ

る
。
三
月
五
日
、
ロ
シ
ア
国
家
会
議
は
フ
ラ
ト
コ
フ
の
演
説
を
聞
き
、

若
干
の
質
疑
応
答
の
あ
と
、
政
府
議
長
承
認
に
関
す
る
採
決
に
入
り
、
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賛
成
三
五
二
票
、
反
対
五
八
票
、
投
票
不
参
加
を
含
む
棄
権
四
〇
名
で
、

フ
ラ
ト
コ
フ
を
政
府
議
長
と
し
て
承
認
し
た

　
（
５
）

。
フ
ラ
ト
コ
フ
は
下
馬
評

に
は
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
人
物
だ
が
、
決
ま
っ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
と

思
わ
せ
る
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
フ
ラ
ト
コ
フ
の
公
表
さ
れ
て
い
る

経
歴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

　
（
６
）。

ミ
ハ
イ
ル
・
エ
フ
ィ
モ
ヴ
ィ
チ
・
フ
ラ
ト
コ
フ
は
、
一
九
五
〇
年
九

月
一
日
、
ク
イ
ブ
ィ
シ
ェ
フ
州
生
ま
れ
。
七
二
年
モ
ス
ク
ワ
工
作
機
械

製
造
大
学
卒
。
八
一
年
対
外
貿
易
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
。
英
語
・
ス
ペ
イ

ン
語
に
堪
能
。
妻
、
二
子
を
も
つ
。
職
歴
は
、
七
三
―
七
五
年
イ
ン
ド

駐
在
ソ
連
大
使
館
経
済
参
事
官
付
き
、
七
五
―
八
四
年
ソ
連
邦
対
外
経

済
関
係
国
家
委
員
会
「
チ
ャ
ジ
ュ
プ
ロ
ム
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
（
重
工
輸
出

社
）」
勤
務
、
八
四
―
八
八
年
ソ
連
対
外
経
済
関
係
国
家
委
員
会
調
達

総
局
次
長
、
八
八
―
九
一
年
ソ
連
対
外
経
済
関
係
省
対
外
経
済
取
引
調

整
・
規
制
総
局
次
長
、
第
一
次
長
、
九
一
―
九
二
年
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国

際
連
合
支
部
・
国
際
機
関
ロ
シ
ア
連
邦
常
駐
代
表
部
上
席
参
事
官
、
関

税
貿
易
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
ロ
シ
ア
代
表
、
九
二
年
一
二
月
ロ
シ

ア
連
邦
対
外
経
済
関
係
次
官
、
九
三
年
一
〇
月
ロ
シ
ア
連
邦
対
外
経
済

関
係
第
一
次
官
、
九
七
年
三
月
対
外
経
済
関
係
大
臣
代
行
、
九
七
年
四

月
一
六
日
―
九
八
年
三
月
二
三
日
対
外
経
済
関
係
大
臣
、
九
八
年
五
月

「
イ
ン
ゴ
ス
ス
ト
ラ
フ
（
海
外
保
険
社
）」
理
事
長
、
九
九
年
二
月
「
イ

ン
ゴ
ス
ス
ト
ラ
フ
」
総
支
配
人
、
九
九
年
五
月
二
五
日
―
二
〇
〇
〇
年

五
月
一
八
日
ロ
シ
ア
連
邦
貿
易
大
臣
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
三
一
日
―
〇

一
年
三
月
二
八
日
ロ
シ
ア
連
邦
安
全
保
障
会
議
事
務
局
第
一
次
長
、
〇

一
年
三
月
二
八
日
―
〇
三
年
三
月
一
一
日
連
邦
税
務
警
察
庁
長
官
、
〇

三
年
三
月
一
一
日
ロ
シ
ア
連
邦
Ｅ
Ｕ
代
表
。
そ
し
て
、
〇
四
年
三
月
一

日
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
り
政
府
議
長
（
首
相
）
候
補
者
と
し
て
指
名

さ
れ
、
〇
四
年
三
月
五
日
国
家
会
議
に
よ
り
政
府
議
長
と
し
て
承
認
さ

れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
政
府
議
長
は
経
済
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

い
う
の
が
、
ソ
連
時
代
か
ら
の
原
則
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
エ
リ
ツ

ィ
ン
政
権
末
期
は
、
こ
の
原
則
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
例
外
的
時
期
で
、

プ
リ
マ
コ
フ
、
ス
テ
パ
ー
シ
ン
、
プ
ー
チ
ン
と
い
う
、
経
済
分
野
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
な
い
人
物
が
政
府
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
続
い
た
。

し
か
し
こ
れ
は
例
外
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
政
府
は
い
わ
ば
危
機
管
理

政
府
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
キ
リ
エ
ン
コ
辞
任
の
原
因
と
な
っ
た
金
融
危

機
後
の
野
党
大
攻
勢
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
切
る
人
事
と
し
て
の
プ
リ

マ
コ
フ
、
ス
テ
パ
ー
シ
ン
で
あ
り
、
あ
る
い
は
テ
ロ
事
件
続
発
、
第
二

次
チ
ェ
チ
ニ
ア
（
チ
ェ
チ
ェ
ン
）
紛
争
勃
発
後
の
プ
ー
チ
ン
で
あ
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
就
任
後
の
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
は
再
び
原
則
に

も
ど
っ
た
と
言
え
る
。

も
う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
政

府
議
長
は
次
期
大
統
領
選
挙
の
最
有
力
の
潜
在
的
な
候
補
者
と
な
り
う

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
の
ス
タ
ー
リ
ン
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
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期
に
は
、
書
記
長
な
い
し
第
一
書
記
と
大
臣
会
議
議
長
（
現
在
の
政
府

議
長
）
が
兼
任
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
独
裁
体
制
と
い
う
こ
と
で
、

ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
以
降
は
、
こ
の
兼
任
は
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後

は
、
ソ
連
共
産
党
書
記
長
（
そ
の
後
、
大
統
領
）
は
、
大
臣
会
議
議
長

を
潜
在
的
な
ラ
イ
バ
ル
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
書
記
長
は
大
臣
会
議
議
長
人
事
に
相
当
気
を
遣
っ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
今
日
で
も
あ
て
は
ま
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
点
か
ら
、
政
府
議
長
は
、
①
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
支
え
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
潜
在
的
な
ラ
イ
バ
ル
に
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
大
統
領
へ

の
野
心
が
な
い
人
物
で
あ
る
か
、
②
ク
レ
ム
リ
ン
が
選
ぶ
次
期
大
統
領

の
本
命
で
あ
る
か
、
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
今

回
は
、
①
が
選
択
さ
れ
、
②
は
時
期
尚
早
と
し
て
退
け
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
③
経
済
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
つ
つ
、

オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
の
関
係
が
弱
く
、
経
済
犯
罪
等
に
も
精
通
し
て
い
る
人

物
、
④
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
を
め
ざ
す
ロ
シ
ア
と
し
て
は
、

対
外
経
済
関
係
に
明
る
い
人
物
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま

た
経
済
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
第
五
節
で
述
べ
る
課
題
の
遂
行
に
も
合

致
し
た
人
物
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
フ

ラ
ト
コ
フ
は
、
か
な
り
妥
当
な
人
選
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
、
フ
ラ
ト
コ
フ
政
府
の
構
成
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
政
府
議
長
に
次
ぐ
地
位
で
あ
る
政
府
副
議
長
に
任
命
さ
れ
た
の

は
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
国
家
会
議
予
算
・
税
・
銀
行
・
財
政
委
員
会
議
長
で

あ
っ
た

　
（
７
）

。
こ
れ
ま
で
政
府
に
は
、
政
府
第
一
副
議
長
の
ほ
か
四
な
い
し

五
人
の
政
府
副
議
長
が
い
た
が
、
今
回
は
政
府
第
一
副
議
長
の
ポ
ス
ト

が
廃
さ
れ
、
政
府
副
議
長
も
一
人
し
か
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
政

府
副
議
長
の
ポ
ス
ト
は
き
わ
め
て
重
要
に
な
っ
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
公

表
さ
れ
て
い
る
経
歴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

　
（
８
）。

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
ド
ミ
ー
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、

一
九
五
六
年
六
月
一
日
、
モ
ス
ク
ワ
生
ま
れ
。
七
八
年
、
モ
ス
ク
ワ
大

学
経
済
学
部
卒
業
。
九
一
年
一
―
五
月
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
留
学
。
妻
・
息
子
一
人
を
も
つ
。
英
語
に
堪
能
。
職
歴
は
、
七

八
年
全
連
邦
シ
ス
テ
ム
研
究
所
イ
ン
タ
ー
ン
、
八
〇
―
九
一
年
ソ
連
財

務
省
通
貨
経
済
総
局
対
外
経
済
関
係
融
資
課
、
経
済
専
門
官
、
上
席
専

門
官
、
主
席
専
門
官
、
次
長
、
課
長
、
八
三
年
ソ
連
国
家
計
画
委
員
会

上
級
経
済
課
程
修
了
、
モ
ス
ク
ワ
市
バ
ウ
マ
ン
区
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
員
、

九
一
年
「
ア
フ
ト
ト
ラ
ク
ト
ロ
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
（
自
動
車
・
ト
ラ
ク
タ

ー
輸
出
会
社
）」
副
社
長
、
九
三
年
一
二
月
「
尊
厳
と
慈
悲
」
ブ
ロ
ッ

ク
公
認
・
「
ロ
シ
ア
の
選
択
」
支
持
国
家
会
議
議
員
候
補
と
し
て
モ
ス

ク
ワ
市
第
一
九
八
選
挙
区
か
ら
第
一
期
国
家
会
議
議
員
に
選
出
、
九
三

―
九
五
年
第
一
期
国
家
会
議
議
員
、「
進
め
、
ロ
シ
ア
！
」
党
員
、
予

算
・
税
・
銀
行
・
金
融
委
員
会
通
貨
管
理
・
対
外
債
務
・
貴
金
属
小
委

員
会
議
長
、
九
三
年
一
二
月
「
一
二
月
自
由
民
主
同
盟
」
議
員
グ
ル
ー

プ
副
議
長
、
九
五
年
「
進
め
、
ロ
シ
ア
！
」
党
公
認
候
補
と
し
て
モ
ス
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ク
ワ
市
第
一
九
九
選
挙
区
か
ら
第
二
期
国
家
会
議
議
員
に
選
出
、
予

算
・
税
・
銀
行
・
金
融
委
員
会
副
議
長
、「
ロ
シ
ア
地
域
」
議
員
グ
ル

ー
プ
に
所
属
、
九
七
年
一
一
月
二
〇
日
ザ
ド
ル
ノ
フ
予
算
・
税
・
銀

行
・
財
政
委
員
会
議
長
の
蔵
相
就
任
を
受
け
て
同
委
員
会
議
長
臨
時
代

理
に
任
命
さ
れ
、
九
八
年
五
月
二
〇
日
同
委
員
会
議
長
に
就
任
、
九
九

年
一
二
月
一
九
日
モ
ス
ク
ワ
市
第
一
九
九
選
挙
区
か
ら
「
祖
国
・
全
ロ

シ
ア
」
ブ
ロ
ッ
ク
公
認
候
補
と
し
て
第
三
期
国
家
会
議
議
員
に
選
出
、

「
ロ
シ
ア
地
域
」
議
員
グ
ル
ー
プ
に
所
属
、
予
算
・
税
・
銀
行
・
財
政

委
員
会
議
長
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
七
日
モ
ス
ク
ワ
市
第
一
九
九
選
挙

区
か
ら
「
統
一
ロ
シ
ア
」
党
公
認
候
補
と
し
て
第
四
期
国
家
会
議
議
員

に
選
出
、「
統
一
ロ
シ
ア
」
会
派
に
所
属
、
予
算
・
税
・
銀
行
・
財
政

委
員
会
議
長
。
そ
し
て
、
〇
四
年
三
月
九
日
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
り

政
府
副
議
長
に
任
命
。

右
の
経
歴
か
ら
み
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
財
政
に
明
る
い
こ
と
が
理
解

で
き
る
が
、
ま
た
、
ガ
イ
ダ
ー
ル
（「
ロ
シ
ア
の
選
択
」
指
導
者
）
や
ハ

カ
マ
ダ
（「
一
二
月
自
由
民
主
同
盟
」
幹
部
）
ら
リ
ベ
ラ
ル
と
の
関
係
が

深
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
政
府
は
、
一
四
省
、
三
四
連
邦
庁
（

）、

二
六
連
邦
局
（

）
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た

　
（
９
）

。
一
四
省
と
い
う
数
は
、
ソ
連
初
期
の
レ
ー
ニ
ン
の
時
代

を
含
め
て
最
も
少
な
い
が
、
政
府
機
関
の
合
計
は
七
三
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
逆
に
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
政
権
は
重
要
政
策
の
一

つ
と
し
て
行
政
改
革
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
そ
の
成
果
と
み
て
よ

い
の
か
、
そ
れ
と
も
成
果
が
ま
っ
た
く
上
が
っ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き

な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
行
政
改
革
の
結
果
は
、
政
府
機

関
の
数
で
は
な
く
て
政
府
職
員
の
総
数
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

一
四
省
と
そ
の
大
臣
名
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
内
務
省
（
大

臣
は
ヌ
ル
ガ
リ
エ
フ
）、
②
民
間
防
衛
・
緊
急
事
態
・
災
害
復
旧
省
（
シ

ョ
イ
グ
）、
③
外
務
省
（
ラ
ヴ
ロ
フ
）、
④
国
防
省
（
セ
ル
ゲ
イ
・
Ｂ
・
イ

ワ
ノ
フ
）、
⑤
司
法
省
（
チ
ャ
イ
カ
）、
⑥
保
健
・
社
会
発
展
省
（
ズ
ラ
ー

ボ
フ
）、
⑦
文
化
・
マ
ス
コ
ミ
省
（
ソ
コ
ロ
ー
フ
）、
⑧
教
育
・
科
学
省

（
フ
ル
セ
ン
コ
）、
⑨
天
然
資
源
省
（
ト
ル
ト
ネ
フ
）、
⑩
工
業
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
（
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
）、
⑪
農
業
省
（
ゴ
ル
デ
ー
エ
フ
）、
⑫
運

輸
・
通
信
省
（
レ
ヴ
ィ
チ
ン
）、
⑬
財
務
省
（
ク
ド
リ
ン
）、
⑭
経
済
発

展
・
貿
易
省
（
グ
レ
フ
）。
な
お
、
政
府
官
房
長
官
（
大
臣
）
は
コ
ー
ザ

ッ
ク
。

こ
の
う
ち
新
任
大
臣
は
、
ヌ
ル
ガ
リ
エ
フ
（
前
職
は
内
務
第
一
次
官
）、

ラ
ヴ
ロ
フ
（
国
連
代
表
部
大
使
）、
ズ
ラ
ー
ボ
フ
（
ロ
シ
ア
連
邦
年
金
基

金
総
裁
）、
ソ
コ
ロ
ー
フ
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
モ
ス
ク
ワ
国
立
高
等

音
楽
院
院
長
）、
ト
ル
ト
ネ
フ
（
ペ
ル
ミ
州
知
事
）、
レ
ヴ
ィ
チ
ン
（「
セ

ー
ヴ
ェ
ル
ス
タ
ー
リ
ト
ラ
ン
ス
（
北
方
鉄
鋼
輸
送
）」
社
副
社
長
）、
コ
ー

12

Ф
едера

льная
сл

у
ж
ба

Ф
едера

льное
а
гентств

о

（
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）



ザ
ッ
ク
（
大
統
領
府
副
長
官
）
の
六
人
で
あ
る
。

再
任
さ
れ
た
大
臣
の
う
ち
、
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
、
ク
ド
リ
ン
、
グ
レ
フ

ら
の
経
済
閣
僚
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
目
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
そ

の
権
限
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
ま
た
政
府
副
議
長
の
ジ
ュ
ー

コ
フ
も
前
述
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
派
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
シ
ラ
ヴ

ィ
キ
ー
（

：

軍
・
治
安
官
僚
出
身
者
）
の
影
響
力
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
ま
っ
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
西

側
経
済
筋
で
は
こ
の
閣
僚
人
事
を
お
お
む
ね
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い

る
。
な
お
、
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
は
、
石
油
生

産
に
対
す
る
規
模
別
課
税
案
を
支
持
し
て
お
り
、
ト
ル
ト
ネ
フ
天
然
資

源
大
臣
も
石
油
・
天
然
ガ
ス
・
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
政
府
の
監
督
強
化

を
支
持
し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
り
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
・
セ
ク
タ
ー

に
対
す
る
課
税
圧
力
の
増
大
お
よ
び
政
府
に
よ
る
関
与
が
強
化
さ
れ
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

イ
ー
ゴ
リ
・
Ｓ
・
イ
ワ
ノ
フ
前
外
務
大
臣
の
安
全
保
障
会
議
事
務
局

長
へ
の
転
出
に
よ
り
、
後
任
に
は
、
ラ
ヴ
ロ
フ
国
連
代
表
部
大
使
が
就

任
し
た
。
こ
の
人
事
は
、
前
Ｅ
Ｕ
駐
在
大
使
の
フ
ラ
ト
コ
フ
の
政
府
議

長
就
任
と
も
相
ま
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
国
連
重
視
・
欧
州
重
視
を
象
徴
す

る
も
の
と
言
え
よ
う
。

新
任
の
ヌ
ル
ガ
リ
エ
フ
内
務
大
臣
は
、
内
務
第
一
次
官
か
ら
の
昇
格

で
あ
る
が
、
一
九
八
一
年
か
ら
カ
レ
リ
ア
共
和
国
国
家
保
安
委
員
会
に
、

九
五
年
か
ら
連
邦
防
諜
庁
に
、
そ
の
後
、
連
邦
保
安
庁
に
勤
務
し
、
九

八
年
か
ら
九
九
年
ま
で
は
大
統
領
府
監
督
局
長
（
プ
ー
チ
ン
の
後
任
）、

九
九
年
か
ら
再
び
連
邦
保
安
庁
に
も
ど
り
、
二
〇
〇
二
年
に
内
務
第
一

次
官
に
就
任
し
た
。
経
歴
か
ら
明
ら
か
に
わ
か
る
よ
う
に
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
後
輩
な
い
し
部
下
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
グ
ル

ィ
ズ
ロ
フ
前
内
務
大
臣
の
と
き
よ
り
も
さ
ら
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
影

響
力
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
官
房
長

官
の
コ
ー
ザ
ッ
ク
も
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
前
大
統
領
府
副
長
官
で
あ

る
が
、
も
と
も
と
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
出
身
の
法
律
家
で
、
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
副
知
事
を
含
め
て
同
市
政
府
で
の
勤
務
も

長
く
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
関
係
も
深
い
。

こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
が
官
房
長
官
を

は
じ
め
と
し
て
自
分
自
身
と
関
係
の
深
い
人
物
を
若
干
名
政
府
入
り
さ

せ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
現
時
点
で
は
フ
ラ
ト
コ
フ
に
近
い
立
場
の
人

物
は
政
府
内
に
存
在
せ
ず
、
前
政
府
に
比
べ
て
プ
ー
チ
ン
色
が
い
っ
そ

う
強
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

13 ロシアの内政動向─2003年12月国家会議選挙と2004年3月大統領選挙を中心に
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５
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６
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７
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８
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（
９
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（
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）

プ
ー
チ
ン
政
権
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
上
野
俊
彦
「
プ
ー
チ
ン

政
権
下
の
連
邦
制
度
改
革
と
行
政
改
革
」『
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
進
め
る

焦
眉
の
制
度
改
革
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
外
務
省
委
託
研
究
二
〇
〇

三
年
度
報
告
書
）
を
参
照
。

四
　
二
〇
〇
四
年
三
月
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
の
結
果

二
〇
〇
四
年
三
月
一
四
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
選
挙
の
投
票
が
行

な
わ
れ
た
。
全
国
の
有
権
者
総
数
は
一
億
八
〇
六
万
四
二
八
一
人
で
、

全
国
平
均
投
票
率
は
六
四
・
三
九
％
で
あ
っ
た

　
（
１
）

。
今
回
の
大
統
領
選
挙

は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
と
っ
て
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
が
お
ら
ず
、
各
種

世
論
調
査
に
お
い
て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
対
す
る
国
民
の
支
持
率
も
高

か
っ
た
た
め
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
再
選
は
ほ
と
ん
ど
確
実
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
先
に
み
た
よ
う
に
〇
三
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
国

家
会
議
選
挙
の
投
票
率
も
非
常
に
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
投
票
率

が
相
当
低
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
も
あ
っ
た
。
選
挙
法
に

よ
り
、
投
票
率
が
選
挙
人
の
過
半
数
を
超
え
な
い
と
選
挙
は
成
立
し
た

も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
、
投
票
率
が
過
半
数
を
上
回
る
か
ど
う

か
が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
意
外

に
も
投
票
率
は
三
ヵ
月
前
の
国
家
会
議
選
挙
の
投
票
率
を
大
き
く
上
回

る
結
果
と
な
っ
た
。

各
候
補
者
の
得
票
結
果
は
第
３
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
事
前
の
予

想
ど
お
り
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
圧
勝
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
大

統
領
選
挙
結
果
を
分
析
す
る
必
要
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
か
と
言
え
ば
、

そ
う
で
も
な
い
。
ど
の
連
邦
構
成
主
体
に
お
い
て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
支
持
率
が
高
い
の
か
、
ま
た
逆
に
低
い
の
か
を
み
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
関
係
、
あ
る

い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
連
邦
構
成
主
体
の
住
民
の
政
権
に
対
す
る
考
え
方
が

推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
棄
権
率
が
プ
ー
チ
ン
の
絶
対
得

票
率
を
上
回
っ
て
い
る
連
邦
構
成
主
体
を
み
て
み
る
と
、
第
４
表
の
よ

う
に
な
る
。
棄
権
率
の
最
も
高
か
っ
た
の
は
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
辺
区

で
あ
る
が
、
こ
こ
は
ま
た
グ
ラ
ジ
エ
フ
候
補
が
一
七
・
二
四
％
と
い
う

最
高
得
票
率
を
獲
得
し
た
地
域
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
連
邦
構
成
主
体

の
過
去
の
選
挙
を
み
て
み
る
と
、
比
較
的
、
共
産
党
な
い
し
左
派
系
候

補
、
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
系
候
補
の
強
か
っ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
逆
に
、
得
票
率
九
〇
％
以
上
の
プ
ー
チ
ン
が
圧
倒
的
に
強
か
っ
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投票率（A）� 得票率（B）�
棄権率と絶対�
得票率との差（C）�

クラスノヤルスク辺区 51.13 60.31 18.03�

イルクーツク州 52.40 61.92 15.15�

イワノヴォ州 53.63 67.21 10.33�

ヴォルゴグラード州 55.70 63.03 9.19�

トゥーラ州 55.27 65.41 8.58�

コストロマ州 54.20 69.22 8.28�

カリーニングラード州 54.19 69.82 7.97�

サハリン州 54.86 68.41 7.61�

ハカシア共和国 57.42 61.41 7.32�

ノヴゴロド州 54.48 71.74 6.44�

トヴェーリ州 54.92 70.59 6.31�

スモレンスク州 56.91 64.91 6.15�

チタ州 54.74 72.49 5.58�

ニジェゴロド州 56.94 65.88 5.55�

ウラジーミル州 56.02 68.83 5.42�

アストラハニ州 59.32 66.08 4.18�

サマラ州 58.69 63.27 4.18�

カルガ州 56.41 70.16 4.01�

カレリア共和国 56.45 74.14 1.70�

ノヴォシビリスク州 60.30 63.10 1.65�

アムール州 59.75 64.87 1.49�

カムチャトカ州 57.85 71.83 0.60�

キーロフ州 60.07 65.52 0.57�

スターヴロポリ辺区 60.48 65.54 0.49�

コミ共和国 57.60 73.59 0.01

　第 4 表　棄権率よりもプーチン大統領の絶対投票率のほうが低い�
　  　連邦構成主体�

　（注）　�　C＝｛（1－A/100）－A/100×B/100｝×100．�
　（出所）　《Коммерсантъ власть》, No. 11 ［564］, 22 марта 2004, c. 16─17.

（単位　％）�

得票数� 得票率（％）�

セルゲイ・ユーリエヴィチ・グラジエフ 2,850,063 4.10�

オレグ・アレクサンドロヴィチ・マルィシキン 1,405,315 2.02�

セルゲイ・ミハイロヴィチ・ミローノフ 524,324 0.75�

ヴラジーミル・ヴラジーミロヴィチ・プーチン 49,565,238 71.31�

イリーナ・ムツオヴナ・ハカマダ 2,671,313 3.84�

ニコライ・ミハイロヴィチ・ハリトーノフ 9,513,313 13.69�

すべての候補者に反対 2,396,219 3.45

　第 3 表　2004年ロシア大統領選挙の結果�

　（出所）　《Российская газета》, 24 марта 2004, c. 9.



た
連
邦
構
成
主
体
を
み

て
み
る
と
、
第
５
表
の

よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ

も
共
和
国
で
あ
り
、
ま

た
モ
ル
ド
ヴ
ィ
ア
と
バ

シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
以
外

は
、
す
べ
て
カ
フ
カ
ー

ス
北
麓
の
共
和
国
で
あ

る
。
比
較
的
権
威
主
義

的
な
政
治
文
化
が
強

く
、
ま
た
北
カ
フ
カ
ー

ス
は
、
治
安
の
点
で
不

安
を
抱
え
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
圧
倒
的
な
強
さ

を
誇
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
、
プ
ー
チ
ン
が
ど

の
よ
う
な
地
域
、
人
々

に
よ
っ
て
よ
り
強
く
支

持
さ
れ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
さ
れ
て
い
な

い
の
か
が
わ
か
る
。

（
１
）五

　
プ
ー
チ
ン
政
権
の
今
後

二
〇
〇
四
年
三
月
一
四
日
の
大
統
領
選
挙
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
圧

倒
的
な
強
さ
を
示
し
て
再
選
さ
れ
、
国
家
会
議
で
は
与
党
会
派
「
統
一

ロ
シ
ア
」
の
い
わ
ば
一
党
優
位
性
が
確
立
し
て
お
り
、
プ
ー
チ
ン
政
権

は
盤
石
の
体
制
と
も
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ー
チ
ン
政
権
に
も
、

解
決
す
べ
き
問
題
は
多
い
。

第
一
は
、
チ
ェ
チ
ニ
ア
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
の
ハ
サ

ヴ
ュ
ル
ト
合
意
に
よ
っ
て
事
実
上
の
独
立
を
達
成
し
た
チ
ェ
チ
ニ
ア
の

マ
ス
ハ
ー
ド
フ
政
権
が
経
済
的
自
立
に
失
敗
し
、
過
激
派
の
台
頭
を
許

し
た
た
め
、
九
九
年
九
月
に
再
び
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
か
ら

み
て
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
チ
ェ
チ
ニ
ア
の
独
立
承
認
と
い
う
同
じ
轍
を

踏
む
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
期

に
、
そ
の
強
権
的
な
チ
ェ
チ
ニ
ア
政
策
に
一
貫
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た

リ
ベ
ラ
ル
の
政
治
的
影
響
力
も
、
先
に
み
た
よ
う
に
今
回
の
選
挙
で
大

幅
に
後
退
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、
政
権
側
の
姿
勢
に
武
装
勢
力
へ
の
妥

協
の
兆
し
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
シ
ア
は
当
面
、
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
の
テ
ロ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
テ
ロ
を
武

力
に
よ
っ
て
完
全
に
制
圧
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
チ
ェ
チ
ニ
ア
の

16

投票率（A）� 得票率（B）�
棄権率と絶対�
得票率との差（C）�

カバルジノ・バルカリア共和国 97.72 96.49 －92.01�

イングーシェチア共和国 96.23 98.18 －90.71�

ダゲスタン共和国 94.08 34.59 －83.07�

モルドヴィア共和国 94.57 91.35 －80.96�

チェチニア共和国 94.19 92.35 －79.33�

北オセチア共和国 89.24 94.59 －75.51�

バシコルトスタン共和国 89.09 91.79 －70.87

　第 5 表　プーチン大統領の絶対投票率のほうが高い連邦構成主体�
　  　（得票率90％以上）�

　（出所）　同前．�

（単位　％）�
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経
済
復
興
な
し
に
は
こ
の
問
題
は
解
決
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
産
業
構
造
の
転
換
に
よ
り
資
源
依
存
体
質
か
ら
ロ
シ
ア
経

済
を
脱
却
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
問
題
も
こ
れ
と
の
関
連

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
競
争
力
を
も
っ
た
産
業
を
育
成
し

て
い
か
な
い
限
り
、
ロ
シ
ア
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
で
き
な
い
。

第
三
は
、
政
治
的
民
主
化
の
さ
ら
な
る
推
進
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

組
織
的
に
し
っ
か
り
し
た
全
国
的
政
党
を
育
成
し
、
国
民
の
各
層
の
利

益
を
政
党
が
集
約
し
、
議
会
を
通
じ
て
調
整
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
の
政
党
は
こ

の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
国
民
各
層
は
結
局

の
と
こ
ろ
執
行
権
力
の
中
枢
部
に
対
し
て
直
接
的
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
行

な
う
方
法
に
よ
っ
て
利
益
の
実
現
を
は
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
ロ
シ
ア

政
界
の
腐
敗
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
選
挙
で
、
統

一
ロ
シ
ア
党
は
行
政
機
構
を
動
員
し
て
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
た
が
、

国
民
の
利
益
を
集
約
す
る
と
い
う
政
党
本
来
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
と
の
関
連
で
、
こ
れ

ま
で
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
も
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
、
政
党
を
基
盤
と
し

て
大
統
領
選
挙
を
戦
っ
て
い
な
い
が
、
将
来
的
に
は
、
大
統
領
選
挙
は

政
党
の
指
導
者
同
士
の
戦
い
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
政
治
的
民
主
化
の
問
題
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
自
立
性
の
確
立

の
問
題
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
中
央
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
広
告
料
収
入
な
ど
に

基
づ
く
自
立
的
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政
府
ま
た
は
特
定

の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
に
財
政
的
に
依
存
し
て
お
り
、
独
立
し
た
報
道
機
関
と

し
て
は
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
る
。
経
済
の
発
展
と
と
も
に
こ
の
問
題
は

解
決
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
政
権
側
の
政
策
の
問
題
な
の
か
、
見
極

め
は
難
し
い
が
、
ロ
シ
ア
の
民
主
化
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

（
う
え
の
・
と
し
ひ
こ
　
上
智
大
学
教
授
）

17 ロシアの内政動向─2003年12月国家会議選挙と2004年3月大統領選挙を中心に


